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研究成果の概要（和文）： 
児童期以後の高次の「心の理論」研究の進展をはかるため、「心の理論」と関連するプラグマ

ティックな言語理解能力の発達を測定する課題を新たに開発し、研究 I（青年期対象）と研究
II（児童対象）の 2つの研究を実施した。 
研究 Iでは、大学生 40人をランダムにロールプレイ群とロールプレイなし群に割り付けた。

参加者は、コンピューターディスプレイ上に表示された 4 列×4 段の棚のスロットの中にある
オブジェクトを棚の反対側に立っている「店長」の注文に従って指でタッチすることが求めら
れた。参加者からはすべてのオブジェクトが見えているが、「店長」からはいくつかのオブジェ
クトは見えなかった。実験の結果、誤答率と反応時間についてロールプレイ（あり・なし）×
性別（男性・女性）の分散分析を行ったところ、誤答率においてはロールプレイの主効果のみ
が有意であり、ロールプレイ群の方が誤答率は低かった。反応時間においてはロールプレイと
性別の主効果が有意でありロールプレイ群、女性の方が反応時間は早かった。 
研究 IIでは、小学生にも実施可能なように、4列×4段の棚のオブジェクト数を減らして、

小学生 46名を対象に実験を行った。他者の心の理解に関する課題（二次的誤信念、うそと皮肉
の区別、責任性の理解）の成績で高群と低群を区別した。誤答率の結果では、ロールプレイ要
因の主効果、他者の心の理解要因の主効果、交互作用のすべてが有意であった。すなわち、ロ
ールプレイはマインドリーディングを活性化し、その得点と関連するのは年齢ではなく心の理
解の発達であることが明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）： 

The present research aimed at studying development of mindreading.  

Study 1: Forty university students were divided into two groups (role play group and no 

role play group) and they were introduced to a task in which use of mindreading is 

essential. On each trial participants viewed a 4 X 4 shelf on the computer display which 

contained several familiar objects, and were instructed to touch an object on the shelf in 

accord with the order by a “manager” who stood at the opposite side of the shelf and could 

not always see all of the objects. The no role play group made more mistakes than in the 

role play group, and spent longer to respond to the touch panel display. The effects of role 

play lasted during five blocks. These results suggest that experience with role play would 

activate mindreading in this task. 

Study 2: Forty-six primary school students performed three types of tasks related to 

understanding the mind of another individual. After performing these tasks, participants 

were divided into two groups and were introduced to a task in which the use of 

mindreading was essential. Participants were divided into two groups according to scores 
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on the tasks related to understanding the mind of another individual. The no-role-playing 

group made significantly more mistakes than did the role-playing group. The low-score 

group made significantly more mistakes than did the high-score group. These results 

suggest that experience with role-playing may activate mindreading of primary school 

children. 
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１．研究開始当初の背景 

「心の理論」は、Perner, J.らの「誤った信
念課題」を用いた一連の研究によって、他者
の心的表象の理解は 4歳ころから可能になり、
およそ６歳 6ろまでに獲得されることが示さ
れている（Perner, 1991)。誤った信念課題の
基本形は、物語の登場人物が物をある場所に
置いて出ていくが、留守の間にその物が別の
場所に移され、登場人物が戻ってきた時にど
こを探すかを尋ねるものである。Baron- 

Cohen, S.らは、小学生以上の子どもにとって
簡単なこの課題が、平均 11 歳の高機能の自
閉症児の 8 割において通過しないという事
実を明らかにし、自閉症は「心の理論」欠損
を中核的特徴とする障害であると論じた
（Baron-Cohen, 1995）。Bishop, D.は、高い
知能のアスペルガー症候群では基本的に言
語障害はないか、あっても軽微であるとする
通説に反対し、語用性言語障害（pragmatic 

language impairment）との関連性を検討し
ている（Bishop, 2000）。現在の研究の焦点
は、児童期以後の高次の「心の理論」の発達
ならびに「心の理論」の発達の遅れにとって、
プラグマティックな言語理解能力がどのよ
うに関連するかである。この研究を進める際
の問題は、「心の理論」の獲得と関連するよ
うなプラグマティックな言語理解能力を測
定する検査や課題がほとんどないことであ
り、ここに挑戦的萌芽研究を行う目的と意義
がある。 

 

２．研究の目的 

児童期以後の高次の「心の理論」研究の進

展をはかるため、「心の理論」と関連するプ
ラグマティックな言語理解能力の発達を測
定する課題を新たに開発し、研究を進めるこ
とを目的とした。 

研究 I では、青年期の心の理論を相手の心
を読む「マインドリーディング」課題におい
てロールプレイ体験がその発達に及ぼす影
響を検討した。 

研究 IIでは、小学生にも実施可能なように、
4 列×4 段の棚のスロットの中にあるオブジ
ェクト数を減らして、小学生 46名（8歳～11

歳）を対象に実験を行った。 

 

３．研究の方法と結果 

研究 I では、大学生 40 人の参加者をラン
ダムにロールプレイ群（平均年齢 20.6歳，男
性 10名，女性 10名）とロールプレイなし群
（平均年齢 21.7歳，男性 10名，女性 10名）
に割り付けた。参加者は、コンピューターデ
ィスプレイ上に表示された 4 列×4段の棚の
スロットの中にあるオブジェクトを棚の反
対側に立っている「店長」の注文に従って指
でタッチすることが求められた。参加者から
はすべてのオブジェクトが見えているが、
「店長」からはいくつかのオブジェクトは見
えなかった。 

実験の結果、誤答率と反応時間についてロ
ールプレイ（あり・なし）×性別（男性・女
性）の分散分析を行ったところ、誤答率にお
いてはロールプレイの主効果のみが有意で
あり（F (1,36)=9.90, p<.01）、ロールプレイ
群の方が誤答率は低かった。反応時間におい
てはロールプレイと性別の主効果が有意で



あ り （ 順 に ， F (1,36)=5.63, p<.05; F 

(1,36)=4.15, p<.05），それぞれロールプレイ
群、女性の方が反応時間は早かった。 

続く研究 IIでは、小学生にも実施可能なよ
うに、４列×４段の棚のスロットの中にある
オブジェクト数を減らして、小学生 46名（8

歳～11 歳，男児 21 名，女児 25 名）を対象
に実験を行った。ロールプレイの有無で群分
けをしたほか、他者の心の理解に関する課題
（二次的誤信念、うそと皮肉の区別、責任性
の理解）の成績で高群と低群を区別した。 

この実験の誤答率の結果（下図）では、ロ
ールプレイ要因の主効果（F (1,42) = 70.09, p 

< .001）、他者の心の理解要因の主効果（F 

(1,42) = 33.47, p < .001）、交互作用（F (1,42) 

= 4.17, p < .05） のすべてが有意であった。
すなわち、ロールプレイはマインドリーディ
ングを活性化し、その得点と関連するのは年
齢ではなく心の理解の発達であることが明
らかになった。 

４．研究成果 
児童期以後の高次の「心の理論」研究の進

展をはかるため、「心の理論」と関連するプ
ラグマティックな言語理解能力の発達を測
定する課題として、4 列×4 段の棚のスロッ
トの中にあるオブジェクトを棚の反対側に
立っている「店長」の注文によって選択する
という課題を用い、大学生と小学生が同じ構
造の課題を実施できるようにした点が第一
の研究成果である。 

この課題の成績は、小学生の場合、他者の
心の理解に関する課題（二次的誤信念、うそ
と皮肉の区別、責任性の理解）の成績の高低
と密接に関わっていることを示した点が第
二の研究成果である。 

研究 Iは、『心理学研究』に投稿して掲載さ
れた（古見・子安，2012）。 
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